
静岡新聞で学ぼう

２０２０年５月２１日朝刊 中部版

①この「標語」はどんな目
的で作られましたか。

②標語の３つの例が書かれているところに線を引きましょう。

③標語は「～しない」などの禁止の表現を避けて、自分や他者への思いやりを
促す言葉に替えています。このような表現にすると、どのような効果が考えられ
ますか。３０字以内で書きましょう（句読点を含みます）。

記事を読んで、問いに答えましょう。

年 組 名前
（小学校高学年～中学校／国語、道徳）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏
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解答例

（新型コロナウイ
ルス感染症対策
の）「新しい生活
様式」を児童に浸
透させる目的。

本文１段 ３行目～１４行目「「あ」の標語は～こまめに換気／い
い風感じて」。」に線を引く。

（例）子どもたちが人との関わりを怖いものと感じない効果。（２５字）
子どもたちが理解しやすく、前向きな取り組みにつながる効果。（２９字）

など


